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令
和
５
年
南
種
子
町
二
十
歳

の
つ
ど
い
が
、
１
月
３
日
（
火
）

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
成
人
式
と
し
て
新

成
人
の
二
十
歳
の
門
出
を
祝
っ
て

き
ま
し
た
が
、
成
年
年
齢
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
今
年

度
か
ら
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
と

し
て
、
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
を
対
象
に
、
二
十
歳
の
節

目
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
晴
れ
着
や
真
新

し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
参

加
者
が
、
一
人
ず
つ
名
前
を
呼

ば
れ
て
入
場
し
、
会
場
か
ら
は

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
祝
辞
や
誓
い
の
こ
と
ば

な
ど
が
あ
り
、
二
十
歳
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
友

人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
日
こ
こ
に
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
多
く
の
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
南
種
子
で
、
二
十
歳
と
い
う
人

生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に

対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
先
ほ
ど
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
く
だ

さ
い
ま
し
た
小
園
町
長
・
広
浜
議
長
を
は

じ
め
、
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ご
来

賓
の
皆
様
に
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
参
加

者
を
代
表
し
て
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
久
々
の
友
人
と
の
再
会
が
、
未

だ
に
マ
ス
ク
越
し
で
あ
る
こ
と
は
少
し
残

念
で
す
が
、
皆
様
の
感
染
対
策
の
お
か
げ

で
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な
と
再
会
で
き
た

こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
私
た
ち
に
様
々
な
面
で
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
や
、
地
域
の

皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
誰
よ
り
も
大
き
な
愛

情
を
持
っ
て
、
時
に
優
し
く
、
時
に
厳
し

く
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
家

族
、
そ
し
て
、
宇
宙
留
学
生
と
し
て
来
島

し
、
我
が
子
の
よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
里
親
様
に
対
し
、
本
日
こ
こ
に
、

成
年
と
な
り
社
会
の
一
員
と
な
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
に
参

加
で
き
た
こ
と
を
ご
報
告
で
き
る
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
74
人
は
、
社

会
人
と
な
り
働
い
て
い
る
者
も
い
れ
ば
、

進
学
の
道
を
選
び
学
業
を
継
続
中
の
者
も

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
日
々
奮
闘
し
て

い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
み
ん
な
が
社
会

に
出
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
自
分

た
ち
が
お
か
れ
た
環
境
は
違
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
社
会
か
ら
大
人
と
し
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
ら
決
断
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
う
責
任
や
覚
悟

も
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
し
、

た
く
さ
ん
の
失
敗
や
後
悔
、
挫
折
を
味
わ

う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時

は
、
４
つ
の
た
く
さ
ん
を
す
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
寝
る
、

た
く
さ
ん
食
べ
る
、
た
く
さ
ん
笑
う
、
た

く
さ
ん
泣
く
、
そ
し
て
ま
た
頑
張
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
一
生
懸
命
に
世
の
中
に

立
ち
向
か
っ
て
行
く
中
で
、
厳
し
い
現
実

が
立
ち
ふ
さ
が
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
い
つ
も

支
え
て
く
れ
る
家
族
や
、
仲
間
と
の
絆
が

あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
、
お
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
、
こ
の
南
種
子
町
で
育
っ
た

大
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
歩
ん
で
行

き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
第
二
の
人
生
へ
と
踏
み
出

す
私
た
ち
は
、
今
ま
で
の
全
て
の
こ
と
を
振

り
返
り
、
一
歩
ず
つ
で
も
、
そ
れ
で
も
確
実

に
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
お
約
束

し
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
を
代
表
し
て
の

誓
い
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誓
い
の
こ
と
ば

実
行
委
員
長
　 

𠮷
利
　
綾
乃
さ
ん

令
和
令
和
55
年年  

南
種
子
町

南
種
子
町  

    
二
十
歳
の
つ
ど
い

二
十
歳
の
つ
ど
い

参加された宇宙留学生の皆さま参加された宇宙留学生の皆さま 誓いを述べる実行委員長誓いを述べる実行委員長

二十歳を迎えられた皆さま二十歳を迎えられた皆さま 実行委員の皆さま実行委員の皆さま

20 年のあゆみ20 年のあゆみ
スライドショーを鑑賞スライドショーを鑑賞
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【消防庁長官表彰】
■功労章
団　長　中畠　一三　（本部）

【日本消防協会表彰】
■勤続章（勤続 30 年）
分団長　野首　久教　（島間）
部　長　古市　隆次　（中央）
消防司令補　濱瀨　勝之　（分遣所）
消防司令補　井伊　陽一郎（分遣所）
消防司令補　原　明博　　（分遣所）

【県消防協会表彰】
■功績章（勤続 20 年）
部　長　砂坂　津代美（西之）
班　長　富田　彰　　（中央）
団　員　木場　旭　　（下中）
班　長　本東　孝治　（下中）
■精績章（勤続 15 年）
班　長　邦村　時博　（西之）
班　長　池亀　耕一　（長谷）
班　長　崎田　信浩　（平山）
班　長　崎田　信哉　（西之）
班　長　上浦　和貴　（茎永）
班　長　石堂　佑也　（茎永）
団　員　片板　勇樹　（茎永）

【県知事表彰】
■勤続章（勤続 10 年）
団　員　川脇　博隆　（島間）
団　員　日髙　大輝　（茎永）

【支部表彰】
■功績章（勤続 15 年）
班　長　邦村　時博　（西之）
班　長　池亀　耕一　（長谷）
班　長　崎田　信浩　（平山）
班　長　崎田　信哉　（西之）
班　長　立石　貴洋　（中央）
団　員　片板　要一　（茎永）
■功労章
班　長　西園　隆彦　（島間）
班　長　柳田　陽介　（島間）
班　長　富田　彰　　（中央）
班　長　河𦚰　和也　（島間）
■感謝状
元分団長　添谷　国男　（長谷）
元分団長　山中　強　　（中央）
元分団長　上浦　弘　　（茎永）
元分団長　寺内　秀昭　（下中）
元分団長　廣濵　浩明　（西海）
元副分団長　篠山　弘則　（下中）

【町長表彰】
■功績章（勤続 10 年）
班　長　夏田　洋平　（下中）
班　長　古市　進也　（下中）
団　員　岡田　匡貴　（中央）
団　員　濱田　芳浩　（西之）
■勤続章（勤続８年）
団　員　長田　隆一　（平山）
団　員　寺川　将輝　（下中）
団　員　大川　大輔　（西海）
■功労章（勤続５年）
団　員　山田　祐太朗（平山）
団　員　大崎　一　　（茎永）
団　員　古市　隼人　（下中）
■感謝状
元分団長　添谷　国男　（長谷）
元分団長　山中　強　　（中央）
元分団長　上浦　弘　　（茎永）
元分団長　寺内　秀昭　（下中）
元分団長　廣濵　浩明　（西海）
元副分団長　篠山　弘則　（下中）
※敬称略
※（ ）は分団名などになります。
※表彰基準日により階級が異なります。

各　種　表　彰

令
和
令
和
55
年年

　
消
防
出
初
式

　
消
防
出
初
式

　

１
月
６
日
（
金
）、
新
春
の
消
防
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
団
員
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
市
中

パ
レ
ー
ド
が
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
前
之
峯
陸
上

競
技
場
に
お
い
て
、
観
閲
や
器
具
点
検
、
消
防
操
法

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
団

員
に
よ
る
綱
引
き
で
は
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ま

な
ど
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
消
防
功
労
者
に
対
す
る
表

彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼年消防クラブによる綱引き幼年消防クラブによる綱引き

威風堂々の市中行進パレード威風堂々の市中行進パレード

消防操法・放水演習消防操法・放水演習 〈Instagram〉
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Town Topics
　

本
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
な
者
に
対
し
て
、
奨
学

資
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て
は
、

基
準
に
基
づ
き
、
奨
学
生
選
考
委
員

会
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

貸
与
を
ご
希
望
の
方
は
、
町
教
育

委
員
会
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
貸
与
月
額

・
大
学
な
ど　
月
額
４
万
円

・
高
校　
　
　
月
額
３
万
円

（
自
宅
か
ら
の
通
学
は
１
万
５
千
円
）

・
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
将
来
町
内
で
就
労
し
よ
う

と
す
る
者　
月
額
８
万
円

◆
貸
与
期
間

　
在
学
す
る
学
校
正
規
の
修
業
期
間

◆
貸
与
の
対
象
と
な
る
者

○
大
学
な
ど
や
高
校
に
在
学
す
る
者

　
町
内
に
居
住
す
る
者
が
扶
養
す
る
子

○
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
将
来
南
種
子
町
で
就
労
し

よ
う
と
す
る
者

町
内
に
居
住
す
る
者
お
よ
び
そ
の

扶
養
す
る
子

◆
償
還
免
除
と
な
る
者

　

次
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
の
該
当

す
る
期
間
分
の
償
還
を
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
農
業
に
関
す
る
大
学
な
ど
を
卒
業

後
、
町
内
の
農
業
の
職
に
就
労
し

た
者

・
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
か
つ
、
町
内
で
そ
の
資
格

が
必
要
な
職
に
就
労
し
た
者
。

◆
申
請
書
提
出
期
限

　
３
月
31
日
（
金
）

◆
申
請
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
南
種
子
町
教
育
委
員
会
管
理
課

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

町
奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て

　
「
令
和
４
年
度
豊
か
な
村
づ
く
り

全
国
表
彰
事
業
」
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
表

彰
で
、
茎
永
地
区
自
治
公
民
館
が
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
県
の
推
薦
に
よ
る

も
の
で
、
九
州
地
区
よ
り
茎
永
地
区

を
含
む
３
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
山
村
留
学
を
、
宇
宙
留
学
と
い
う

種
子
島
な
ら
で
は
の
形
で
取
り
組
ん

で
お
り
、
鹿
児
島
の
離
島
振
興
を
は

じ
め
と
し
た
公
民
館
活
動
が
評
価
さ

れ
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

茎
永
地
区
自
治
公
民
館
が

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

　

１
月
13
日
（
金
）
鹿
児
島
市
で
行

な
わ
れ
た
第
48
回
県
漁
業
振
興
大
会

に
お
い
て
、
南
種
子
町
漁
業
協
同
組

合
が
漁
業
貢
献
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
島
間
港
を
ブ
リ
人
工
種
苗
中
間
育

成
基
地
と
す
る
べ
く
関
係
機
関
に
働

き
か
け
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た
消

波
堤
の
整
備
や
生
け
簀
の
整
備
に
取

り
組
み
、
現
在
で
は
40
万
尾
の
中
間

育
成
が
可
能
と
な
り
、
鹿
児
島
県
ブ

リ
養
殖
の
振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

南
種
子
町
漁
協
が
漁
業

貢
献
者
と
し
て
表
彰
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行政トピックス

日　程 対　　象　　地　　区　　と　　受　　付　　時　　間

２/15

（水）

午

前
平　山 9：00 ～ 9：30 浜田・仲之町 茎　永 10：30 ～ 11：00 上里・新上里・雨田・管原・中部

（平山地区公民館） 9：30 ～ 10：00 西之町・広田 （茎永地区公民館）11：00 ～ 11：30 仲之町・宇都浦・松原・阿多惜経・竹崎

午

後
島　間

13：30 ～ 14：30
田尾・仲之町・向方 長　谷

15：00 ～ 16：00
新長谷・赤石・
第一長谷・長谷野・
摺久保・有尾（南種子町自然の家） 大久保・小平山 （長谷地区公民館）

２/16
（木）

午

後
上　中 13：30 ～ 14：00 大宇都・本町・上之平・新栄町・河内 西　海

15：00 ～ 16：00 下立石・上立石・大川・牛野（中央公民館第一会議室）14：00 ～ 14：30 上野・共栄・焼野・山崎・仲西・西之町 （西海地区公民館）

2/17
（金）

午

前
西　之 9：00 ～ 9：30 田代・本村・崎原・平野・

下西目・官造牧・上瀬田 下　中
10：30 ～ 11：30 夏田・郡原・里・山神・真所（西之地区公民館） 9：30 ～ 10：00 小田・前之原・木原・野尻・砂坂・野大野 （下中地区公民館）

２/18
（土）

午

後
中央公民館
第一会議室 16：00 ～ 18：00 全校区 2 月 15 日～ 17 日の各校区受付会場に来られない

全ての水田農家

2/19
（日）

午

前
中央公民館
第一会議室 7：30 ～ 8：30 全校区 2 月 15 日～ 17 日の各校区受付会場に来られない

全ての水田農家

※混雑を避けるため、できるだけ上記割当時間をお守りください。　　　　　　　　　　　

令和５年度　水田作付計画書受付日程表

　

令
和
５
年
度
の
「
経
営
所
得
安
定

対
策
」
に
係
る
水
田
作
付
計
画
書

（
水
田
営
農
計
画
書
）
の
受
付
を
、
下

記
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
対

象
農
家
の
方
々
に
は
後
日
通
知
い
た

し
ま
す
が
、
通
知
を
受
け
な
か
っ
た

農
家
の
方
で
、
水
田
経
営
を
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
も
受
付
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
な
お
、「
経
営
所
得
安
定
対

策
」
に
伴
う
各
種
交
付
金
の
申
請
を

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
受
付
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交
付
金
の
申

請
を
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し

て
も
水
田
を
所
有
し
て
い
る
方
は
水

田
台
帳
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
付
を
し
て
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課
水
田
対
策
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
６
）

経
営
所
得
安
定
対
策
に
係
る

「
水
田
作
付
計
画
書
」
の
受
付

に
つ
い
て

水
田
農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ

　

１
月
21
日
（
土
）
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
30
回
宇
宙
へ
は

ば
た
け
凧
あ
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
４
年
振
り

に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
今
大
会
に
は
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
約
２
３
０
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
個
人
、団
体
の
部
に
分
か
れ
、

凧
の
デ
ザ
イ
ン
や
滞
空
時
間
な
ど
を

競
っ
た
ほ
か
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ

ン
グ
や
長
縄
跳
び
な
ど
の
企
画
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

創
作
・
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も

会
会
員
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

「
青
少
年
育
成
の
日
」
を
中
心
と
し
た

子
ど
も
会
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第
30
回
宇
宙
へ
は
ば
た
け
凧
あ
げ
大
会
開
催

　　　～結　果～　敬称略

【個人】H ２A 部門（小学 1 ～ 3 年）

宇宙遊泳賞　　田
た は ら

原　還
ぜん

飛　翔　賞　　添
そえたに

谷　空
あ こ

心
デザイン賞　　向

む か え
江　善

ぜん

【個人】H ３部門（小学 4 ～ 6 年・中学・一般）

宇宙遊泳賞　　山
やました

下　結
ゆ い

衣
飛　翔　賞　　小

こ わ き
脇　希

の の か
乃香

デザイン賞　　髙
た か だ

田　由
ゆ う か

華
【団体】
宇宙遊泳賞　宇宙少年団
デザイン賞　長谷小学校 PTA

【種子島宇宙センター所長賞】
　志

し む ら
村　五

さ つ き
月

【三菱重工業 MILSET 長賞】
　風

か ざ ま
間　夢

ゆめ

YouTube 南種子町役場YouTube 南種子町役場
「第 30 回宇宙へはばた「第 30 回宇宙へはばた

け凧あげ大会」け凧あげ大会」
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２
月
16
日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日

（
水
）
ま
で
、
申
告
お
よ
び
納
税
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
申
告

に
基
づ
き
町
が
税
額
を
計
算
し
て
納

税
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
に
な
り
ま

す
。正
し
い
課
税
を
行
う
た
め
に
は
、

納
税
者
が
正
し
い
内
容
を
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
を
怠
る
と
、
適
用
さ
れ
る
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ず
税
額
が
高
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

●
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、
南
種

　
子
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
居
住
し

　
て
い
る
方
。

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
。

◆
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
方

　
前
年
の
所
得
が
給
与
の
み
・
公
的

年
金
の
み
で
年
末
調
整
済
の
方
。

※
２
カ
所
以
上
か
ら
受
給
し
て
い
る

方
や
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
を
行
っ

て
い
な
い
方
な
ど
は
、
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
の
各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
税
務
署
所
得
税
確
定
申
告
受
付

２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15
日
（
水
）

※
税
務
署
に
よ
る
申
告
書
受
付
お
よ

び
記
載
相
談
会
場
は
、
種
子
島
税
務

署
（
西
之
表
市
）
の
み
で
す
。

◆
指
定
日
に
申
告
で
き
な
い
方

　
指
定
さ
れ
た
申
告
日
に
申
告
で
き

な
い
方
は
、
日
程
調
整
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
役
場
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の

●
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
の
は
が
き

（
税
務
署
か
ら
送
付
の
あ
っ
た
方
の
み
）

●
電
子
申
告
・
納
税
な
ど
に
係
る

利
用
者
識
別
番
号
な
ど
の
通
知
書

（
申
請
を
し
た
方
の
み
）

●
令
和
４
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
や
地
震
保
険
料
お
よ
び
損
害

保
険
料
な
ど
の
払
込
証
明
書

●
令
和
４
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
や
小
規
模
企
業
共
済
掛

金
な
ど
の
納
付
証
明
書

●
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
・
年
金

所
得
の
あ
る
方
の
み
）

●
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁
業

な
ど
）
が
あ
る
方
は
各
事
業
の
収

支
内
訳
書

◆
納
税
相
談

　
令
和
５
年
度
の
町
税
な
ど
の
納
税

に
つ
い
て
は
、
希
望
す
る
納
税
方
法

（
窓
口
納
税
・
口
座
振
替
納
税
）
を
、

申
告
日
に
税
務
課
職
員
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
り
、
窓
口

や
口
座
振
替
で
の
納
税
が
で
き
な
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
の
税
に
未
納
が

あ
る
方
は
、
申
告
日
ま
で
に
必
ず
納

税
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
ま
で
に
完
納
で
き
な
い
方
は
、

納
税
計
画
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
町
で
は
滞
納
処
分
を
強
化
中

で
、
延
滞
金
の
徴
収
も
開
始
し
て
い

ま
す
の
で
、
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
申
告
書
な
ど
に
係
る
番
号

法
上
の
取
扱
い

　
平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら
申
告
書
へ

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
お
よ
び
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
税
務
課
職
員
が
一
時
的
に
特

定
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
に
同
意

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同

意
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
告
者
ご
本

人
が
直
接
税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
と
は
…

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住

申
告
と
納
税
相
談

 
２
月
16
日
（
木
）
～

３
月
15
日
（
水
）

◆
申
告
お
よ
び
納
税
相
談
内
容

①
令
和
４
年
分

 

・
所
得
税

②
令
和
５
年
度

 

・
町
県
民
税

 

・
国
民
健
康
保
険
税

 

・
介
護
保
険
料

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
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民
票
の
写
し
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

◆
問
い
合
わ
せ
先

●
役
場
税
務
課　
町
税
課
税
係

　
☎
㉖
１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
３・３
３
４
）

●
種
子
島
税
務
署　
☎
㉒
０
４
４
０

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　
申
告
の
際
に
、
身
体
障
害
者
手
帳

や
療
育
手
帳
な
ど
を
提
示
す
る
と

「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

持
た
な
く
て
も
、
次
に
該
当
す
る
方

は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
役

場
で
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

●
常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑
な
介
護

　
を
要
す
る
方
。

●
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

　
年
齢
65
歳
以
上
の
方
で
、
町
長
の

　
認
定
を
受
け
た
方
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
３
６
）

令和５年度　町県民税・国民健康保険税・
介護保険料・後期高齢者医療保険料　申告日程

月日 曜日 時間 場所 対象地域

２月

16 日 木 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 下中地区公民館 下中地区全域

17 日 金 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 茎南小学校体育館 午前：上里・新上里・菅原・雨田・仲之町・
中部／午後：宇都浦・松原・阿多惜経・竹崎

20 日 月 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 平山小学校体育館 午前：浜田・仲之町
午後：西之町・広田　　　

21 日 火 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 南種子町自然の家 田尾・仲之町
22 日 水 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 南種子町自然の家 向方・大久保・小平山
23 日 木 天　皇　誕　生　日
24 日 金 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 西海地区公民館 西海地区全域

27 日 月 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 長谷小学校体育館 午前：新長谷・赤石・第一長谷
午後：長谷野・有尾・摺久保

28 日 火 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 本村・平野・崎原・下西目

３月

1 日 水 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 前之原・小田・砂坂・官造牧
2 日 木 午前 9 時 30 分 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 田代・木原・野尻・野大野・上瀬田
3 日 金 申　告　休　み
6 日 月 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 大宇都・上之平・本町
7 日 火 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 共栄・上野・仲西・西之町
8 日 水 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 焼野・山崎・新栄町・河内

令和４年分　所得税確定申告日程
月日 曜日 時間 場所 対象地域

３月

9 日 木 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 平山・茎永・下中地区全域
10 日 金 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 島間・長谷地区全域
13 日 月 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 西之・西海地区全域
14 日 火 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 上中地区全域
15 日 水 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 確定申告最終日

※中央公民館第一会議室は、旧南種子高校校舎で、南種子町立図書館隣の会議室になります。
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南種子町職員給与等の状況

（1）令和３年度　人件費の状況（普通会計決算）
住民基本台帳人口
（R4.3.31 現在）

歳出計
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
5,308 人 6,111,839 千円 52,131 千円 1,066,431 千円 17.4 ％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含んでいます。

（2）令和３年度　職員給与費の状況（普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

96 人 364,276 千円 47,986 千円 158,040 千円 570,302 千円 5,941 千円
（注）職員手当には退職手当を含みません。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（令和４年 4 月 1 日現在）

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

南種子町 324,000 円 42.8 歳 377,000 円 59.1 歳
国 323,711 円 42.7 歳 286,570 円 51.1 歳

（4）職員の初任給の状況（令和４年 4 月 1 日現在）

区分
南種子町 国

決定初任給 採用２年経過日
給料額 決定初任給 採用２年経過日

給料額

一般行政職 大学卒 182,200 円 193,900 円 182,200 円 193,900 円
高校卒 150,600 円 158,900 円 150,600 円 158,900 円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和４年 4 月 1 日現在）
経験年数 5 ～ 7 年 7 ～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年 25 ～ 30 年

一般行政職 大学卒 207,800 円 242,400 円 252,500 円 － 354,700 円 －
高校卒 187,200 円 － 228,100 円 265,300 円 324,800 円 358,700 円

技能労務職 高校卒 － － － － － －
中学卒 － － － － － －

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

（6）級別職員数の状況（令和４年 4 月 1 日現在）
区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計

標準的な
職務内容

主事
技師

主事補
技師補

主事
技師

主任
主査

係長
主幹

課長補佐
技術補佐

課長
事務局長

参事

特に困難
な業務を
所掌する
課長　　

職員数 10 人 3 人 23 人 35 人 3 人 11 人 0 人 85 人
構成比 11.8％ 3.5％ 27.1％ 41.2％ 3.5％ 12.9％ 0.0％ 100 ％

（注）1．南種子町職員の給与に関する条例に基づく給料の級区分による一般行政職の職員数です。
  　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

町職員給与等の状況について公表します。
【下記の数値は令和４年度地方公務員給与実態調査および令和３年度地方財政状況調査に基づく数
値です。】
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行政トピックス
（7）職員手当の状況

期
末
勤
勉
手
当

令和３年度
支給割合

期末手当 勤勉手当
一般職 管理職 一般職 管理職

  6 月期 1.275 月分 1.075 月分 0.950 月分 1.150 月分
12 月期 1.275 月分 1.075 月分 0.950 月分 1.150 月分

計 2.550 月分 2.150 月分 1.900 月分 2.300 月分
（注）職務の級により加算措置があります。

時 間 外
勤務手当

令和２年度
普通会計決算

支給総額 9,862 千円
職員一人当たり支給額 102 千円

令和３年度
普通会計決算

支給総額 14,962 千円
職員一人当たり支給額 159 千円

住
宅
手
当

賃借
住宅

月額 16,000 円を超える
家賃を支払っている職員

　　     ～ 16,000 円 0 円

16,001 円～ 27,000 円 （家賃－ 16,000）円

27,001 円～ 61,000 円｛（家賃－ 27,000 円）× 1/2｝
＋ 11,000 円

61,001 円～ 28,000 円

（8）特別職の報酬等状況（令和４年４月１日現在）
区分 給料月額 期末手当

給料
町長 761,000 円 （支給割合）

  ６月期  1.400 月分
12 月期  1.550 月分

計　2.950 月分

※加算措置あり

副町長 600,000 円
教育長 567,000 円

報酬
議長 304,000 円

副議長 251,000 円
議員 228,000 円

退
職
手
当

（支給率） 自己都合 定年 勧奨
勤続 20 年 19.6695 月 26.36550 月 26.36550 月
勤続 25 年 28.0395 月 33.27075 月 33.27075 月
勤続 35 年 39.7575 月 47.70900 月 47.70900 月
最高限度額 47.7090 月 47.70900 月 47.70900 月

特殊勤務
手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
（令和４年４月１日現在） 21.3％

支給対象職員一人当たり平均支給年額
（令和３年度普通会計決算） 19,450 円

手当の種類 税務手当、徴収手当、地籍調査手当
水道業務手当、保育園勤務手当

通勤手当 片道 2㎞以上の職員
１㎞× 500 円× 2（最高限度額 25,000 円）

扶養
手当

扶養親族である配偶者 6,500 円

配偶者以外の扶養親族 10,000 円
（子）

6,500 円
（父母等）

扶養親族のうち 15 歳～ 22 歳の子
（1 人につき・加算額） 5,000 円

（9）定員の状況（令和４年４月１日現在）
　　　区分
部門　　　

令和 3 年
の 職 員 数

令和 4 年
の 職 員 数 増　減

議会 2 2 0
総務 26 26 0
税務 6 6 0

農林水産 21 20 △ 1
商工 2 2 0
土木 8 8 0
民生 14 14 0
衛生 4 4 0
教育 12 12 0
水道 6 5 △ 1
国保 7 5 △ 2
介護 3 2 △ 1

後期高齢 1 2 1
合計 112 108 △ 4

（注）職員数とは、一般職に属する職員数です。



　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
南
種

子
町
に
着
任
し
て
か
ら
１
月
で
半
年

に
な
り
ま
し
た
。
活
動
当
初
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
に
行
き
、
い
ろ
い
ろ
な

人
に
出
会
い
、
ま
ず
南
種
子
町
を
知
る

こ
と
を
目
標
に
、
９
月
頃
か
ら
電
動
自

転
車
に
乗
っ
て
南
種
子
町
内
を
走
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
、
自
転
車

に
よ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
実

施
す
る
案
も
あ
り
、
そ
の
た
め
の
ロ
ー

ド
検
索
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
行
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
自
転
車

で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
す
る
利
点
は
、
速

度
が
遅
い
の
で
ゆ
っ
く
り
景
観
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
記
憶
に
残
る
こ
と
、

乗
降
が
容
易
で
人
と
出
会
う
機
会
が

多
い
こ
と
、
細
い
道
に
入
り
素
晴
ら
し

い
景
観
を
発
見
で
き
る
こ
と
、
自
然
を

感
じ
な
が
ら
走
行
で
き
人
力
で
健
康

と
環
境
に
良
い
こ
と
な
ど
で
す
。
南
種

子
町
に
は
、
門
倉
岬
を
は
じ
め
と
す
る

景
観
の
名
所
、
各
地
に
あ
る
遺
跡
や
神

社
、
そ
し
て
大
自
然
と
い
う
魅
力
が
豊

富
に
あ
り
ま
す
。
是
非
、
今
後
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
、
12
月
18
日
に
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
種
子
島
宇

宙
芸
術
祭
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
内
の
飾
り
つ
け
を
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

～地域おこし協力隊活動報告～

町おこし
㉜

南
種
子
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊

　

松
尾　

善
弘

12/18（日）　クリスマスイベント参加者

●
町
内
の
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
実

施
（
回
答
率
53
・
86
％
）

★
中
止
す
る
意
見　
65
・
77
％　

「
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
ま
で
は
中
止
」「
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
状
況
で
は
開
催
は
無
理
」

「
今
年
度
は
中
止
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

子
ど
も
の
減
少
を
考
え
る
と
開
催
が
難
し

い
」「
選
手
選
考
が
困
難
」「
役
員
の
負
担

が
大
き
い
」
な
ど

★
や
り
方
を
見
直
し
実
施
す
る　
15
・
22
％

「
個
人
競
技
種
目
を
減
ら
す
」「
団
体
競

技
を
見
直
す
」「
勝
負
や
点
数
に
こ
だ
わ

ら
な
い
や
り
方
を
考
え
る
」「
子
ど
も
中

心
の
運
動
会
」「
熱
中
症
も
考
え
ら
れ
る

の
で
午
前
開
催
若
し
く
は
開
催
時
期
の

見
直
し
」「
校
区
対
抗
の
廃
止
」
な
ど

★
実
施
す
る
意
見　
14
・
29
％

「
感
染
対
策
を
行
い
実
施
す
べ
き
」「
町

民
の
交
流
や
触
れ
あ
い
の
場
で
あ
り
町

の
活
性
化
を
図
る
」「
子
ど
も
の
活
動
の

場
、
思
い
出
づ
く
り
を
な
く
さ
な
い
で

ほ
し
い
」「
例
年
通
り
開
催
す
る
」
な
ど

●
町
内
の
小
学
校
４
年
生
以
上
と
中
学

校
全
学
年
の
生
徒
を
対
象
に
実
施
（
ほ

ぼ
100
％
回
答
）

★
楽
し
い　
67
％
、
55
％

「
友
達
や
大
人
の
演
技
・
競
技
を
見
た
り

応
援
す
る
の
が
楽
し
い
」「
い
ろ
ん
な
人

と
会
え
る
か
ら
」「
家
族
で
参
加
で
き
る

か
ら
楽
し
い
」「
お
弁
当
が
楽
し
い
か
ら
」

「
地
区
の
応
援
が
で
き
る
か
ら
」
な
ど

★
楽
し
く
な
い　
11
％
、
18
％

「
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
ら
よ
く
な
い
か

ら
」「
応
援
や
練
習
が
面
白
く
な
い
」「
い

ろ
ん
な
人
に
会
わ
な
く
て
よ
い
」
な
ど

★
ど
ち
ら
も
で
も
な
い　
22
％
、
27
％

※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
町
民
大

運
動
会
自
体
を
中
止
す
る
意
見
が
す
べ

て
で
は
な
く
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、

子
ど
も
の
減
少
を
考
え
る
と
開
催
が
難

し
い
こ
と
や
コ
ロ
ナ
終
息
ま
で
の
中
止

の
意
見
が
多
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
正

確
な
分
析
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
意
見
を
十
分
に
踏
ま

え
、
関
係
団
体
と
も
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ピックアップ
トピックス

昨
年
実
施
し
た
、

町
民
大
運
動
会
に

係
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
、
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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◆
さ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ

◆
さ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
～
音
楽
会
～
◆

　
　
　
　
　
～
音
楽
会
～
◆

　

昨
年
12
月
19
日(

月)

に
生
き
が

い
活
動
室
に
お
い
て
さ
ん
だ
ん
カ

フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。
音
楽
を
聴

く
こ
と
で
、
脳
の
活
性
化
や
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を
ね
ら
い
、
ウ

ク
レ
レ
グ
ル
ー
プ'ano'ano (

ア

ノ
ア
ノ)

の
皆
さ
ん
と
和
太
鼓
チ
ー

ム
も
じ
ゃ
こ
の
皆
さ
ん
の
演
奏
を
聴

く
「
音
楽
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

'ano'ano

の
皆
さ
ん
は
、「
ふ
る

さ
と
」
な
ど
計
３
曲
を
披
露
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
一
緒
に
演
奏
で
き

る
よ
う
に
打
楽
器
を
準
備
し
て
く
だ

さ
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
ウ
ク
レ

レ
の
音
に
合
わ
せ
、
楽
し
そ
う
に
演

奏
し
て
い
ま
し
た
。

　
和
太
鼓
チ
ー
ム
も
じ
ゃ
こ
の
皆
さ

ん
は
、「
太
鼓
囃
子
」「
カ
モ
ネ
音
頭
」

の
２
曲
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
代
表
の
廣
濱
幸
奈
さ
ん
の
力
強

い
演
奏
に
皆
さ
ん
と
て
も
感
動
し
て

い
ま
し
た
。

　
異
世
代
間
で
の
交
流
も
で
き
、
と

て
も
充
実
し
た
カ
フ
ェ
と
な
り
ま
し

た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

１
月
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

　
１
月
８
日(

日)

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
「
菌
ち
ゃ
ん
先
生
講
演
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
「
菌
ち
ゃ
ん
先
生
」
こ
と

吉
田
俊
道
先
生
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
現
代
社
会

の
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
免
疫
の
力

を
毎
日
の
食
生
活
か
ら
強
く
し
て
い

く
取
組
み
と
し
て
、
菌
ち
ゃ
ん
野
菜

作
り
と
元
気
人
間
づ
く
り
を
全
国
に

普
及
し
て
い
る
方
で
す
。
講
演
を
聞

い
て
、
心
も
体
も
元
気
に
な
る
ヒ
ン

ト
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
印
象
的
だ
っ
た
お
話
は
、

「
数
十
年
前
の
有
機
農
業
黎
明
期
の
有

機
野
菜
は
虫
食
い
だ
ら
け
で
し
た
が
、

今
は
有
機
野
菜
も
虫
食
い
の
な
い
き

れ
い
な
野
菜
が
多
い
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
は
、
自
然
生
態
系
の

循
環
の
力
を
最
大
限
利
用
す
る
有
機

農
法
を
長
い
間
継
続
し
た
こ
と
で
も

た
ら
さ
れ
た
成
果
で
あ
り
、
慣
行
農

業
で
も
実
践
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｐ
Ｍ(

総

合
的
病
害
虫
雑
草
管
理)

と
共
通
す

る
考
え
方
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
煮
干
し
や
旬
の
野
菜
を

積
極
的
に
食
べ
る
こ
と
で
体
温
が
上

が
り
免
疫
力
が
高
ま
る
お
話
な
ど
、

吉
田
先
生
の
貴
重
な
経
験
談
に
、
参

加
者
一
同
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

南種子町有機農業推進協議会
（役場総合農政課内）
☎ 26-1111（内線 311）

日々の中で見つけた ORGANIC日々の中で見つけた ORGANIC
を事務局員が発信を事務局員が発信
InstagramInstagram 始めました！始めました！

もじゃこの皆さんによる和太鼓演奏 'ano'ano の皆さんによるウクレレ演奏
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宇宙のまち話題

　昨年 12 月 23 日（金）～ 25 日（日）の３日間、友好交
流宣言を交わしている愛知県飛島村の飛島村児童交流団

（小学生９人、随行者５人）が本町を訪れました。
　24 日（土）には、７月に本町から青少年交流事業で飛
島村を訪問した児童６人と広田遺跡ミュージアムにて歓迎
式を行った後、広田遺跡公園の見学やアクセサリー創作活
動、宇宙センターの施設見学など一緒に活動しました。
　子ども達同士で楽しく会話をする様子や協力して活動を
する様子が見られ、本交流を通してより友好が深まりまし
た。今後も教育文化をはじめとした、多面的な友好都市交
流を行っていきます。

　飛島村児童交流団来町　飛島村児童交流団来町

　種子島島内の郵便局長で組織する鹿児島県東部
地区郵便局長会種子島部会から、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止に役立ててほしいと不織布マス
ク２０００枚の寄贈がありました。
　昨年 12 月 20 日（火）、田平義文部会長（中種
子郵便局長）ら関係の皆さまが、町教育委員会へ
マスクを届けてくださいました。寄贈いただいた
マスクは児童生徒の感染対策に活用いたします。
　貴重な寄贈ありがとうございます。

町内小・中学校へ不織布マスク寄贈町内小・中学校へ不織布マスク寄贈
　主に小学校高学年や中学生を対象に、税への理
解を深めてもらう租税教室が県や町の税務課職員
や種子屋久法人会、税理士会などが講師となり毎
年開催されています。
　昨年 12 月 6 日 ( 火 ) に中平小学校の６年生を対
象に租税教室が開催されました。みんなで、税金
の種類・仕組みや使われ方などの講話のあと、Ｄ
ＶＤを鑑賞し税について学び、税について理解を
深める教室となりました。

中平小学校で租税教室を開催中平小学校で租税教室を開催
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Photo News
Photo News

　1 月 2 日（月）中央公民館屋外グラウンドにおい
て、20 歳を迎えた春陽ソフトボールスポーツ少年
団の卒団生 9 人を祝う交流試合が開催されました。
　春陽ソフトスボールポーツ少年団の関係者約 60
人が参加し、現役団員や中学生、高校生、OB 達と
の白熱した熱戦が繰り広げられ、大いに盛り上が
りました。
　20 歳を迎えられた OB の方々の今後ますますの
ご活躍を期待しております。

春陽スポ少　卒団生の二十歳を祝う春陽スポ少　卒団生の二十歳を祝う
　本町では、長寿をお祝いし福祉の向上に寄与す
るため、敬老金を支給しています。
　１月５日（木）満 100 歳の誕生日を迎えられた
浦口美則さん（平山）へ、ご家族が同席する中、
小園裕康町長から敬老金が手渡されました。浦口
さんは週１回のデイサービスと集落でのゲート
ボールを楽しみに、元気にご自宅で過ごされてい
ます。これからも、ますますお元気で長生きされ
ることを願っております。

100 歳敬老金支給100 歳敬老金支給

長寿の秘訣は「よく食べること」長寿の秘訣は「よく食べること」
なんでも好き嫌いなく食べます！なんでも好き嫌いなく食べます！

　1 月 10 日（火）～ 11 日（水）の２日間、友好交流宣言
を交わしている秋田県大館市の交流団（中学生８人、随行
者７人）が本町を訪れました。
　11 日（水）には、南種子中学校の２年生と交流し、各市
町の紹介や質疑応答を行った後、学校給食を一緒に食べま
した。また、種子島宇宙センターの施設見学では、ＪＡＸ
Ａ職員で大館市出身の畠山亮介さんに宇宙やロケットに関
する貴重なご講話をいただきました。
　交流団の皆さんは、観光地見学などを通して、本町の文
化や豊かな自然に触れ、一面雪に覆われた大館市とは違う
環境に終始興奮しながら過ごしていました。

未来おおだてサミット交流団来町未来おおだてサミット交流団来町
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InformationInformation
令
和
５
年
度

各
種
健
（
検
）
診
の
申

込
み
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
令
和
５
年
４
月

以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る

各
種
健(

検)

診
の
実
施
に

伴
い
、
対
象
と
な
る
方
へ
、

令
和
５
年
度
各
種
健(
検)

診
の
申
込
み
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
申
込
書
と

一
緒
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
書
に
記
入
し
、
同
封

　

の
返
信
用
封
筒
で
返
信

・
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み

　

回
答（
通
信
料
は
各
自
負
担
）

◆
締
切
日

　
２
月
24
日(

金)

※
期
限
厳
守

◎
問
＝
役
場
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
・
保
険
給
付
係
☎

㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
者
を
募
集
し

ま
す

◆
物
件　

　
古
園
団
地
（
西
之
表
市
）

　
深
渡
瀬
団
地（
西
之
表
市
）

　
伏
之
前
団
地（
中
種
子
町
）

　

コ
ス
モ
タ
ウ
ン
南
種
子

　
団
地
（
南
種
子
町
）

◆
受
付
期
間

　
２
月
１
日(

水)

～
28
日

　
（
火
）
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
を
除
く

※
熊
毛
支
庁
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
を
提
出

◆
抽
選
日
時
・
抽
選
場
所

　
３
月
７
日(

火)

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　

熊
毛
支
庁
３
階
第
１
会

　
議
室
に
て

◎
問
＝
熊
毛
支
庁
建
設
部
建

設
課
用
地
管
理
係
☎
㉒
１
１

３
６

～
新
手
の
定
期
購
入
商
法
～

「
お
得
」
な
ク
ー
ポ
ン

に
注
意
！

　
ネ
ッ
ト
通
販
で
注
文
直
後

に
表
示
さ
れ
た「
お
得
な
ク
ー

ポ
ン
」
を
利
用
し
た
ら
、
い

つ
の
間
に
か
コ
ー
ス
の
内
容

が
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
得
な
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
を

勧
め
ら
れ
て
も
、
最
終
確
認

画
面
で
次
の
こ
と
を
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
最
終
確
認
画
面
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
】

☑
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ

　
て
い
な
い
か

☑
継
続
期
間
や
購
入
回
数
が

　
決
ま
っ
て
い
な
い
か

☑
支
払
総
額

☑
利
用
規
約
・
返
品
特
約
・

　
解
約
条
件

☑
解
約
の
際
の
連
絡
手
段

☑
最
終
確
認
画
面
を
ス
ク

　

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保

　
存
し
た
か

◎
問
＝
消
費
生
活
相
談
窓
口

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

○
南
種
子
町
消
費
生
活
相
談
窓

口
（
役
場
企
画
課
内
）
☎
㉖

１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

○
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９
９

～
宅
配
業
者
を
か
た
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ
～

リ
ン
ク
先
へ
の
誘
導
に

要
注
意
！

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届

い
た
宅
配
業
者
を
か
た
る

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
た

ら
、
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
相

談
が
依
然
と
し
て
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

実
在
す
る
事
業
者
を
か

た
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
、
宅
配
業

者
の
他
に
携
帯
電
話
会
社

や
大
手
通
販
サ
イ
ト
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
銀
行
な

ど
を
か
た
る
も
の
も
あ
り
、

手
口
は
次
第
に
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。
リ
ン
ク
先
に

は
安
易
に
ア
ク
セ
ス
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
消
費
生
活
相
談
窓
口

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

○
南
種
子
町
消
費
生
活
相
談
窓

口
（
役
場
企
画
課
内
）
☎
㉖

１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

○
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９
９

お客様が不在のためお荷物を
持ち帰りました。こちらから
ご確認ください。
http:// ○○××
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人　

事　

異　

動

　

１
月
１
日
付
け
で
、
町
職

員
の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。【　

】
は
旧
職
名
。

▼
補
佐
級

　
日
髙　
孝
之

　

み
な
み
た
ね
地
域
創
生
協

　

同
組
合
事
務
局
長
（
出
向
）

　
【
企
画
課
特
定
地
域
づ
く

　

り
事
業
協
同
組
合
設
立
担

　

当
補
佐
】

離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド

の
更
新
に
つ
い
て

　

県
内
の
離
島
に
住
む
人

が
飛
行
機
を
利
用
す
る
際
、

航
空
運
賃
が
割
引
さ
れ
る

カ
ー
ド
と
し
て
今
ま
で
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
29
年
４
月
１
日
よ
り
、

飛
行
機
の
他
フ
ェ
リ
ー
や

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
も

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
有
効
期
限
は
３
年
で
、

３
年
ご
と
に
更
新
が
必
要

で
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ

ル
の
割
引
開
始
か
ら
も
う

す
ぐ
６
年
が
経
過
す
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
方
が
更

新
の
時
期
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
航
路
・
航
空
路
の

予
約
や
購
入
、
乗
船
・
搭
乗

手
続
き
の
際
は
、「
離
島
航

空
割
引
カ
ー
ド
」
の
提
示
が

必
要
で
す
。
お
手
元
の
カ
ー

ド
の
有
効
期
限
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
有
効
期
限
の
切
れ

る
前
に
、
役
場
企
画
課
に
て

更
新
手
続
き
を
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

◆
更
新
手
続
き
に
必
要
な
物

●
顔
写
真

　
（
横
2.5
㌢
×
縦
３
㌢
）

　
※
３
ヶ
月
以
内
の
も
の

●
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

　
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
・
保
険
証
な
ど
）

◎
問
＝
役
場
企
画
課
企
画

開
発
係
☎
㉖
１
１
１
１（
内

線
１
７
１
）

放
送
大
学
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広

い
世
代
、
約
８
万
５
千
人

以
上
の
学
生
が
、
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ

イ
ル
が
あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視

聴
す
る
、
ま
た
講
師
か
ら

直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り

ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以

上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間

第
１
回
目

　
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

第
２
回
目

　
３
月
14
日
（
火
）
ま
で

◎
問
＝
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９
（
２
３
９
）

３
８
１
１

小
児
救
急
電
話
相
談

　

県
で
は
、
夜
間
に
お
け

る
子
ど
も
の
急
な
病
気
・

急
な
け
が
な
ど
に
つ
い
て
、

看
護
師
な
ど
が
応
急
処
置

や
医
療
機
関
の
受
診
の
必

要
性
に
つ
い
て
助
言
を
行

う
「
小
児
救
急
電
話
相
談
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
対
処
し
た

ら
良
い
の
か
、
病
院
を
受

診
し
た
ほ
う
が
良
い
の
か

な
ど
、
判
断
の
参
考
と
し

て
も
ら
う
た
め
の
助
言
と

な
り
ま
す
。

◆
受
付
時
間

平
日
・
土
曜
日

　
午
後
７
時
～
翌
午
前
８
時

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

　
　
（
12
／
29
～
１
／
３
）

　
午
前
８
時
～
翌
午
前
８
時

◆
電
話
番
号

　
「
♯
８
０
０
０
」
番
ま
た
は

「
０
９
９
（
２
５
４
）
１
１
８
６
」

（
携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
可
）

※
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
・
光
電

話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
市
外
局

番
が
「
０
９
８
６
」
の
地
域
の

固
定
電
話
か
ら
は
、「
０
９
９

（
２
５
４
）
１
１
８
６
」
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
県
庁
子
ど
も
家
庭
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
６
３

有効期限



　
令
和
元
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
「
も
ち
つ
き
大
会
」
に
変
わ
り
、

昨
年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
活
動
の
一
つ
と
し
て「
ミ
ニ
門
松
作
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
校

門
の
門
松
作
り
の
日
に
合
わ
せ
て
、
各
家
庭
用
の
ミ
ニ
門
松
を
親

子
で
作
っ
て
も
ら
お
う
と
12
月
25
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
事
前
の
竹
取
り
や
竹
の
切
り
分
け
を
役
員
さ
ん
と
有
志
の
お

父
さ
ん
方
が
し
て
く
れ
ま
し
た
。
飾
り
付
け
る
花
な
ど
は
各
家

庭
か
ら
持
ち
寄
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
世
界
に
一
つ
だ

け
の
素
敵
な
ミ
ニ
門
松
が
完
成
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
一
家
族

ず
つ
ミ
ニ
門
松
を
披
露
し
、
来
年
の
抱
負
を
述
べ
て
新
し
い
年

を
迎
え
る
準
備
が
で
き
ま
し
た
。

島間島間小学校小学校 親
子
で
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

南種子南種子中学校中学校

　
１
月
11
日(

水)

に
南
種
子
町
と
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
秋
田

県
大
館
市
の
中
学
２
年
生
８
人
が
南
種
子
中
学
校
を
訪
問
し
、
南

種
子
中
２
年
生
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
互
い
の
郷
土
の
紹

介
を
行
っ
た
後
、
文
化
や
環
境
、
中
学
校
生
活
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
、
教
室

で
給
食
を
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

　
最
初
は
お
互
い
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
給
食
の
頃
に
は

お
互
い
が
歩
み
寄
り
、
短
い
時
間
で
し
た
が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交

換
が
で
き
ま
し
た
。

　
普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
体
験
が
で
き
て
、
生

徒
た
ち
の
視
野
が
広
が
る
素
敵
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

北
国
の
同
級
生
と
の
交
流
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１
月
19
日
（
木
）
に
、
大
釜
で
の
塩
づ
く
り
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
西
海
の
海
水
を
大
釜
で

煮
詰
め
て
、「
西
海
の
塩
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
最

後
は
、
出
来
た
て
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
「
西
海
の
塩
」
を

ゆ
で
卵
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
つ
け
て
、
試
食
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
海
の
味
が
す
る
！
」「
い

つ
も
の
塩
よ
り
あ
ま
み
が
あ
る
！
」
と
西
海
の
海

の
恵
み
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

西
海
地
区
の
下
立
石
集
落
に
継
承
さ
れ
て
い
る
古

文
書
な
ど
を
お
借
り
し
て
見
物
す
る
こ
と
も
で
き
、

西
海
地
区
の
歴
史
と
自
然
の
恵
み
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
た
す
ば
ら
し
い
体
験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。大川大川小学校小学校

　
以
前
は
１
月
15
日
が
成
人
の
日
で
し
た
ね
。
年

明
け
最
初
の
満
月
の
日
と
い
う
こ
と
で
制
定
さ
れ

た
ら
し
い
で
す
。
元
成
人
の
日
の
前
日
の
１
月
14

日
（
土
）、
４
年
生
が
半
成
人
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
ま
ず
将
来
の
夢
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。「
昆
虫
博
士
」「
父
の
よ
う
な
整
備
士
」「
漫
画
家
」

「
ピ
ア
ニ
ス
ト
」「
ラ
ー
メ
ン
屋
」
と
そ
れ
ぞ
れ
夢
に

向
か
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
い
う
決
意
を
発
表
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
親
子
で
お
互
い
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
渡
し
た
り
、
校
長
先
生
か
ら
の
お
話
を
聞

い
た
り
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
態
度
で
半
成
人
式

を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
歳

の
自
分
の
手
形
を
記
念
に
と
り
ま
し
た
。

長谷長谷小学校小学校

　
12
月
１
日
（
木
）、人
権
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

「
仲
良
く
し
よ
う　
ぼ
く
も
大
事　
み
ん
な
も
大
事
」

３
年
生
の
子
ど
も
が
発
表
し
た
人
権
標
語
で
す
。

こ
の
標
語
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
は
自
他
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
や
、
差
別

を
許
さ
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
全
員
が
人
権
標
語
を
発
表
し
た
他
、
話
合
い

を
通
し
て
決
め
た
ク
ラ
ス
ご
と
の
発
表
や
、
縦

割
り
班
で
の
Ｓ
Ｇ
Ｅ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
活

動
後
の
振
り
返
り
で
は
、
進
ん
で
自
分
の
思
い

を
発
表
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
生
き
生
き

と
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
互
い
を
大
切
に
し
合
え
る

西
野
小
の
子
ど
も
た
ち
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

西野西野小学校小学校
人
権
教
室
～
お
互
い
を
大
切
に
～

半
成
人
式

西
海
の
海
水
を
使
っ
て
塩
づ
く
り
体
験
学
習
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト  

試
験
機
１
号
機

試
験
機
１
号
機

　
　
　
　
　

２
月

　
　
　
　
　

２
月
1212
日
に
打
上
げ
予
定
！

日
に
打
上
げ
予
定
！

　
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト 

試
験
機
１
号
機
は
、

先
進
光
学
衛
星
「
だ
い
ち
３
号
」(

Ａ

Ｌ
Ｏ
Ｓ
‐
３)

を
搭
載
し
、
２
月
12
日

に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
よ
り
打
上
げ

予
定
で
す
。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　
　
２
月
12
日
（
日
）

　
　
10
時
37
分
55
秒
～
10
時
44
分
15
秒

●
打
上
げ
予
備
期
間

　
　
２
月
13
日（
月
）～
２
月
28
日（
火
）

　
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
現
在
運
用
中
の

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
後
継
機
で
あ
り
、

更
な
る
柔
軟
性
・
高
信
頼
性
・
低
価
格

を
目
指
し
た
次
世
代
の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト

と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
２
度
の
打
上
げ
延
期
と
い
う
困
難

も
あ
り
ま
し
た
が
、
打
上
げ
に
む
け
、

関
係
者
一
同
一
歩
ず
つ
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
打
上
げ
成
功
に
向
け
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

だ
い
ち
３
号
を
徹
底
解
剖
！

だ
い
ち
３
号
を
徹
底
解
剖
！

　
　
　
　

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展
示
中

　
　
　
　

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展
示
中

　
搭
載
す
る
「
だ
い
ち
３
号
」
は
昨
年

10
月
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
到
着

し
、
第
２
衛
星
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
組
立
棟

（
Ｓ
Ｆ
Ａ
２
）
で
整
備
・
点
検
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
だ
い
ち
」
シ
リ
ー
ズ
衛
星
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
の
監
視
や
状
況
把
握
、

地
理
空
間
情
報
の
整
備
・
更
新
な
ど
へ

の
貢
献
を
目
的
と
し
た
地
球
観
測
衛
星

で
す
。

　
そ
し
て
「
だ
い
ち
３
号
」
は
、
こ
れ
ま

で
と
比
べ
大
型
化
・
高
性
能
化
し
た
セ
ン

サ
を
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
だ
い
ち
」

の
広
い
観
測
幅
を
維
持
し
つ
つ
、
さ
ら
に

高
い
地
上
分
解
能
を
実
現
し
ま
す
。

　
国
内
・
海
外
を
問
わ
ず
全
地
球
規
模

の
陸
域
を
継
続
的
に
観
測
し
、
国
お
よ

び
自
治
体
な
ど
の
防
災
活
動
、
災
害
対

応
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
手
段
の
ひ
と

つ
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
宇
宙
科
学
技
術
館
の
西
館
２
階
サ
テ

ラ
イ
ト
エ
リ
ア
に
、「
だ
い
ち
３
号
」
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

打
上
げ
に
向
け
、「
だ
い
ち
３
号
」
に
つ

い
て
も
ぜ
ひ
学
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｒ
Ｂ
‐
３
に
貼
付
け
完
了
！

Ｓ
Ｒ
Ｂ
‐
３
に
貼
付
け
完
了
！

宇
宙
へ
飛
び
立
つ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

宇
宙
へ
飛
び
立
つ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
×
だ
い
ち
３
号　

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
」
で
い
た
だ
い

た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
２
本
の
固
体
ロ

ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
（
Ｓ
Ｒ
Ｂ
‐
３
）
に

貼
り
付
け
ま
し
た
。
Ｓ
Ｒ
Ｂ
‐
３
は
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
機
体
下
部
に
取
り
付
け
ら

れ
る
白
い
補
助
ロ
ケ
ッ
ト
で
す
。
巨
大

な
機
体
が
飛
び
立
つ
た
め
の
上
昇
・
加

速
を
助
け
る
働
き
を
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
が
種
子
島
か
ら
宇
宙
へ

と
旅
立
つ
大
き
な
力
と
な
っ
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
打
上
げ
の
際
は
ぜ
ひ
こ
の
グ
レ
ー
の

部
分
に
も
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

打
上
げ
後
の
白
色
粉
の
降
下
に
つ
い
て

打
上
げ
後
の
白
色
粉
の
降
下
に
つ
い
て

　
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
後
に
白
色
粉
の
降

下
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
町
の
防
災

行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 1 月 5 日現在）

だいち 3 号＠ SFA2

応援メッセージ（写真中央グレーの部分）
を貼り付けた SRB-3

1 段実機型タンクステージ
燃焼試験（CFT）の際の
H3 ロケット試験機１号機
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や
け
ど
の
応
急
処
置
に
つ
い
て

や
け
ど
の
応
急
処
置
に
つ
い
て

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

外
来
看
護
師　
田
代　
千
春

　
寒
い
季
節
が
続
き
温
か
い
食
べ
物
を
口
に

す
る
と
身
も
心
も
温
ま
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん

な
と
き
、
レ
ン
ジ
で
温
め
た
皿
か
ら
ラ
ッ
プ

を
外
す
際
熱
気
で
指
を
や
け
ど
し
た
、
天
ぷ

ら
の
油
が
跳
ね
て
思
わ
ず
飛
び
跳
ね
た
、
な

ん
て
経
験
は
一
度
や
二
度
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
日
常
に
潜
ん
で
い
る
身
近
な
け

が
の
一
つ
「
や
け
ど
」
に
つ
い
て
、
自
宅
で

で
き
る
応
急
処
置
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
【
流
水
】
で
【
15
～
30
分
冷
や
す
】

で
す
。
30
分
以
上
冷
や
す
と
凍
傷
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
冷
や
し
過
ぎ
は
禁
物

で
す
が
、
最
低
で
も
５
分
以
上
必
要
で
す
。

服
の
上
か
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
冷
や
す
の
か
。
冷
や
す
こ
と
に
よ
っ

て
や
け
ど
の
進
行
を
止
め
痛
み
も
押
さ
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
患
部
の
熱
を
ど

れ
だ
け
下
げ
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
治
り
方
や

痕
の
残
り
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。保
冷
剤・

氷
を
使
用
す
る
際
は
皮
膚
に
く
っ
つ
い
て
し

ま
う
の
で
必
ず
何
か
に
く
る
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
は
【
ワ
セ
リ
ン
】
で
【
保
湿
】

し
ま
す
。
保
湿
は
創
部
の
治
癒
力
を
最
大

限
に
引
き
出
し
ま
す
。
ヒ
リ
ヒ
リ
し
て
き

た
り
、
水
泡
が
で
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
ワ

セ
リ
ン
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。
ワ
セ
リ
ン
が

無
け
れ
ば
ラ
ッ
プ
だ
け
で
も
大
丈
夫
で
す
。

水
泡
は
破
か
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ワ
セ
リ
ン
以
外
の
薬
を
自
己
判
断
で

塗
る
の
は
治
療
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
や
け
ど
に
は
重
症
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
顔
や
陰
部
、
広
範
囲
に
わ
た

る
や
け
ど
、
ま
た
は
範
囲
が
狭
く
て
も
皮
膚
が

白
っ
ぽ
か
っ
た
り
暗
赤
色
に
な
っ
て
き
た
場

合
は
、
急
い
で
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
低
温
や
け
ど
が
あ
り
ま
す
。

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
・
こ
た
つ
・
電
気
毛
布
・

湯
た
ん
ぽ
な
ど
で
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
気
づ
く
の
が
遅
い
た
め
ゆ
っ

く
り
深
部
ま
で
進
行
し
、
診
断
が
難
し
か
っ

た
り
治
癒
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
慌
て
ず
、
手
順
を

ふ
ん
で
、
応
急
処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【２月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 鹿大派遣医師 德永 （野田） 德永
鹿大派遣医師

内科 藤原
德永

（野田）
德永

（野田）
藤原

（野田）

德永

（野田）

藤原ペイン外来
眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科　 ６日～７日

20 日～21日
○毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
○毎週

整形医師
中島

2 日・9 日・16 日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 德永 德永 （野田） 德永
鹿大派遣医師

德永
（循環器・発達・その他）

内科
藤原 鹿大派遣医師 藤原 藤原

藤原
（野田） （野田） （野田） （野田）

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科 6 日～7 日

20 日～21日
〇毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
中島

2 日・9 日・16 日

午  前

午  後

火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。

※野田先生の診療日：6 日（月）午後～10 日（金）午前、27 日（月）午後～ 3 月 3 日（金）午前
※ 2 月 5 日（日）は当番医　、2 月 23 日（木）は祝日のため休診　
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

昔
の
遊
び
を
体
験
し
よ
う
！

体
験
講
座
実
施

　

ジ
ュ
ニ
ア
学
芸
員
で
は
、
１
月
14

日
（
土
）、
講
師
に
古
市
安
治
先
生
を

お
招
き
し
、「
昔
の
遊
び
を
体
験
し
よ

う
！
」
と
題
し
て
体
験
講
座
を
実
施

し
ま
し
た
。
古
市
先
生
は
、
南
種
子

町
下
中
出
身
で
、
西
野
小
学
校
な
ど

で
教
鞭
を
と
ら
れ
、
現
在
、
県
内
各

地
で
ご
講
演
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
ま
ず
古
市
先
生
が
宝
満

池
の
昔
話
を
題
材
に
自
作
さ
れ
た
紙
芝

居
を
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
達

は
熱
心
に
お
話
に
耳
を
傾
け
、
鮮
や
か

な
絵
や
話
の
内
容
に
感
銘
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
続
い
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を

弾
き
な
が
ら
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
民

謡
「
よ
う
か
い
」
を
歌
い
、
歌
詞
の
意

味
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

後
半
の
昔
遊
び
の
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
お
手
玉
、
ビ
ー
玉
、

駒
、
お
は
じ
き
、
め
ん
こ
、
け
ん
玉

な
ど
の
昔
の
遊
び
道
具
が
紹
介
さ
れ
、

子
ど
も
達
は
自
ら
創
意
工
夫
し
な
が

ら
昔
の
遊
び
の
良
さ
を
学
び
深
め
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
古
市
先
生
か
ら

子
ど
も
達
へ
「
故
郷
を
心
の
宝
に
し

て
、
ど
こ
に
い
て
も
ふ
る
さ
と
を
誇

れ
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

今
年
も
語
り
部
の
会
の
皆
さ
ま
が
、

広
田
集
落
に
昔
か
ら
伝
わ
る
門
松
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

社
協
会
費
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
３
か
月
間
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
、
本
町
で
も

各
集
落
公
民
館
長
さ
ん
を
通
じ
て

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
12
月
９
日
（
金
）
に
は
民
生
委
員

の
皆
さ
ま
、
各
種
福
祉
団
体
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
各
企
業
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
で
も

ご
寄
付
を
い
た
だ
く
な
ど
皆
さ
ま

か
ら
心
温
ま
る
善
意
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
９
月
に
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
社
協
会
費
に
つ
き

ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
額
、

使
い
み
ち
、
社
協
会
費
協
力
額
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
１
日
発
行

の
「
社
協
だ
よ
り
」
に
て
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

〈語り部の会のみなさん〉 昔の遊び体験（お手玉）

門
松
作
り
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国
民
年
金
と
厚
生
年
金
を
受

給
中
の
皆
さ
ま
に
は
、
１
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
日
本
年
金

機
構
よ
り
「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
（
ハ
ガ
キ
形
式
）」
が
、

届
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
書
類
は
、
昨
年
１
年
間

に
受
け
取
っ
た
年
金
収
入
の
総

額
や
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

て
い
た
介
護
保
険
料
な
ど
の
総

額
が
記
さ
れ
た
証
明
書
で
あ

り
、
確
定
申
告
な
ど
に
必
要
な

書
類
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
、
申
告
時
に
は
忘
れ

ず
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期
内

納
付
が
原
則
で
す
が
、
収
入
の
減

少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
年
金

な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
防
ぐ
た

め
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

保
険
料
が「
免
除
」ま
た
は「
猶
予
」

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除

は
、
過
去
２
年
間
ま
で
遡
っ
て
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険

料
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
、
必

ず
申
請
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

１
月
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

下
段
17
行
目

【
誤
】　

年
金
手
帳

【
正
】　

基
礎
年
金
番
号
通
知
書

※
制
度
改
正
に
伴
い
、
令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
、
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
が
届
き
ま
す
。

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
貸
出

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
貸
出

停
止
の
お
し
ら
せ

停
止
の
お
し
ら
せ

　
当
館
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
「
県

立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
の
図
書
は
、
３

月
中
に
鹿
児
島
県
立
図
書
館
へ
返
送
し

ま
す
。

　

図
書
の
点
検
や
梱
包
作
業
を
行
う
た

め
、
該
当
す
る
本
の
貸
出
は
２
月
18
日

（
土
）
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
リ
ク

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
リ
ク

エ
ス
ト
に
つ
い
て

エ
ス
ト
に
つ
い
て

　

来
年
度
の
「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」

の
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
○
○
と
い
う
作
家
の
本
を
読
み
た

い
」「
料
理
の
本
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
本
に
つ
い
て
の
要
望
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
本
選
び
の
参
考
に
い
た

し
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
内

に
、
応
募
箱
と
用

紙
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
リ
ク
エ
ス

ト
は
匿
名
で
構
い

ま
せ
ん
。

　

た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

免
除
の
申
請
を

免
除
の
申
請
を

源
泉
徴
収
票
が
発
送
さ
れ

源
泉
徴
収
票
が
発
送
さ
れ

て
い
ま
す

て
い
ま
す
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小
牧
遺
跡
は
上
中
中
心
部
か

ら
や
や
西
側
に
あ
る
、
中
西
焼

野
線
と
上
中
杭く
い

凪な
ぎ

線
の
合
流
地

点
に
立
地
す
る
遺
跡
で
す
。
標

高
約
１
３
０
メ
ー
ト
ル
の
台
地

上
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
約
２
０
０

メ
ー
ト
ル
先
の
谷
部
を
流
れ
る

川
ま
で
緩
や
か
に
傾
斜
し
ま
す
。

　

農
道
整
備
に
伴
い
、
昭
和
62

年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄

文
時
代
早
期
の
土
器
や
石
器
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
種
子
島
で

は
土
器
の
文
様
に
貝
殻
を
使
っ

た
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
小

牧
遺
跡
で
出
土
し
た
塞せ

ノの

神か
ん

Ａ

式
土
器
に
は
、
よ
っ
た
糸
に
よ

る
縄
文
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

２
月
12
日
ま
で
九
州
国
立
博

物
館
（
福
岡
県
太
宰
府
市
）
で

特
集
展
示
「
種
子
島
」
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
合

わ
せ
た
特
別
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
特
集
展
示
の
資
料
解
説
を

含
め
て
、
種
子
島
の
歴
史
に
つ

い
て
、
九
州
国
立
博
物
館
研
究

員
に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。　

◆
日
時　

２
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　

     

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階 

大
会
議
室

◆
講
師　

今
井　

涼
子

（
九
州
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員
）

◆
参
加
費　

無
料

小こ
ま
き牧
遺
跡

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

川
かわわき

脇　帆
ほ だ か

高くん
平成 30 年 12 月 31 日生まれ
博隆さん・明日香さんの男の子（島間）

４人姉弟の末っ子の帆高♡
３人のお姉ちゃん達にとても可愛がられて甘え
ん坊な我が家のアイドルです。
姉弟仲良く、元気いっぱいで過ごしてね♡

ご家族からひとこと

三
み や ま

山　稀
まれ

ちゃん
平成 31 年 1 月 26 日生まれ
大作さん・めぐみさんの女の子（平山）

人見知りで外で会う人には塩対応。しかし家の
中では元気いっぱい踊って歌って喋って家族を
笑わせてくれるムードメーカー。稀のおかげで
家族みんな楽しく過ごせています。これからも
元気いっぱいスクスク大きくなってね！

　

～
南
種
子
の
遺
跡
～

　

令
和
４
年
度
は
、
南
種
子
の
遺

跡
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す

九
州
国
立
博
物
館

特
集
展
示
「
種
子
島
」

特
別
講
座
を
開
催
し
ま
す
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

葊
濱　

シ
ズ
ヱ　
（
子
・
三　

）

田
頭　

茂
穂　
　
（
母
・
ミ
ヤ
）

河
野　

久
德　
　
（
母
・
シ
ヅ
ヱ
）

大
川　

美
惠
子　
（
夫
・
哲
郎
）

山
田　

眞
知
子　
（
夫
・
通
）

上
妻　

正
博　
　
（
父
・
正
德
）

（
氏
名
） 　

             

（
保
護
者
） 　

        

（
地
区
）  

長な
が
た田　

柚ゆ
ず
は羽　
　
（
英
治
・
さ
ゆ
り
）　

上
中

岩い
わ
つ
ぼ坪　

美み

わ和　
　
（
鉄
平
・
枝
里
）　　

下
中

牛う
し
の野　

帆ほ
ま
れ希　
　
（
日
向
・
菜
央
）　　

上
中

牛
野　

海あ
ま
ね音　
　
（
日
向
・
菜
央
）　　

上
中

丸ま
る
つ
か塚　

詩し
お
り織　
　
（
拓
也
・
迪
）　　
　

長
谷

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　12月31日現在
総人口（ 人 ） 5,363（± 0）

男（ 人 ） 2,691（－ 7）
女（ 人 ） 2,672（＋ 7）

世帯数（ 戸 ） 2,918（± 0）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

12 月 2 件 50 件
累 計 8 件 314 件

※累計は令和 4 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

12 日 H3ロケット試験機1号機打上げ 10：37～10：44　種子島宇宙センター

26 日

インギー鶏品評会 12：30～　町福祉センター前

18 土 青少年育成の日 第39回生涯学習大会 13：00～　町福祉センター

19 日 家庭の日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　1月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
中種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
西之表市 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

計 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
12
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
12
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

5 公立種子島病院 南種子町 26-1230

11 種子島医療センター 西之表市 22-0960

12 種子島医療センター 西之表市 22-0960

19 百合砂診療所 西之表市 28-3901

23 種子島医療センター 西之表市 22-0960

26 中種子クリニック 中種子町 27-3222

2 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　
  （

年
齢
）　 　
（
地
区
）

田
頭　

ミ
ヤ　
　
　

88　
　
　

茎
永

古
田　

喬　
　
　
　

87　
　
　

平
山

稗
畠　

ヤ
ヨ
イ　
　

99　
　
　

長
谷

河
野　

シ
ヅ
ヱ　
　

100　
　
　

上
中

中
川　

森
安　
　
　

90　
　
　

西
海

才
川　

實
次　
　
　

79　
　
　

西
之

大
川　

哲
郎　
　
　

85　
　
　

西
海

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

5 （有）和人組　南種子給油センター

12 種子島石油（株）南種子給油所

19 （有）船川石油店　上中給油所

26 （有）永松産業　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

ご
結
婚

小
脇　

祐
介　
　
　

西
之

鎌
田　

萌
風　
　
　

中
種
子
町

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）

２
月
28
日
（
火
）
は

・
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

・
介
護
保
険
料
第
６
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

    

第
６
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

　
　
　
　

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

（
氏
名
）　　
　
　

 　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

隈
元　

守　
　
　
　

87　
　
　

上
中

山
田　

通　
　
　
　

91　
　
　

平
山

上
妻　

正
德　
　
　

103　
　
　

上
中

寺
川　

累
穗　
　
　

91　
　
　

下
中

砂
坂　

實　
　
　
　

90　
　
　

西
之
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正
月
７
日
に
各
集
落
で
行
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
青
壮
年
が
集
落
の
家
々

を
訪
ね
、
家
の
門
口
か
ら
福
を
招
く
祭
文

（
さ
い
も
ん
）
と
呼
ば
れ
る
祝
い
歌
を
唄

い
、
一
年
の
安
泰
や
豊
年
な
ど
を
祈
り

ま
す
。
家
だ
け
で
な
く
公
民
館
や
集
落

の
門
口
（
入
り
口
）
で
も
唄
わ
れ
ま
す
。

福
祭
文
（
く
さ
い
も
ん
）

町
内
の
正
月
行
事

1/7　小平山集落にて

1/11　あおぞら保育園の園児が作った「だごさし」

InstagramInstagram
小平山集落小平山集落
の福祭文の福祭文

団
子
刺
し
（
だ
ご
さ
し
）

　

小
正
月
の
14
日
に
、
紅
白
の
餅
を
つ

い
て
団
子
を
作
り
、
そ
れ
を
木
の
枝
に

た
く
さ
ん
刺
し
て
、
大
黒
柱
に
く
く
り

つ
け
た
り
、
門
松
に
さ
し
た
り
し
ま
す
。

平
山
・
茎
永
・
上
中
・
長
谷
で
は
、
蚕

舞
（
か
ー
ご
ま
ー
）
の
時
に
、
踊
り
子

が
そ
の
家
の
団
子
刺
し
を
持
っ
て
踊
り

ま
す
。
団
子
を
刺
し
た
木
の
枝
は
、
稲

穂
が
実
っ
て
重
た
げ
に
な
び
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
、
農
作
物
の
豊
作
や
家
の

繁
栄
を
願
う
行
事
で
す
。

　
フ
ォ
ト
ド
ラ
（
か
ご
し
ま
フ
ォ
ト
ド
ラ

イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
は
、
写
真
を
撮

る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
み
た
く
な

る
と
っ
て
お
き
の
鹿
児
島
を
集
め
、
そ
の

魅
力
と
驚
き
を
世
界
中
に
発
信
し
て
い
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

１
０
０
０
件
を
超
え
る
応
募
の
中
か

ら
、
上
半
期
に
「
千
座
の
岩
屋
」
が
、

下
半
期
に
「
象
の
水
飲
み
岩
」
が
認
定

さ
れ
、
12
月
14
日
（
水
）
町
長
室
に
て
、

認
定
証
の
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
種
子
町
に
住
ん
で
い
る
が
ま
だ
行
っ

た
こ
と
が
な
い
方
や
、
し
ば
ら
く
足
を
運

ん
で
い
な
い
方
も
、
こ
れ
を
機
に
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

象の水飲み岩（茎永）象の水飲み岩（茎永）

フ
ォ
ト
ド
ラ
ア
ワ
ー
ド
に
南
種
子
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
認
定

千座の岩屋（平山）千座の岩屋（平山）

1/7　浜田集落にて
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